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　 旧 的】甘藷か ら澱粉 を 分離 した 残留物 （以後 ， 澱粉粕）は ， 年間約15万 トン （乾

　物〉排 出 され て い る 。

一
部 は クエ ン酸 発酵 の 原料 と して 使用 さ れ て い るが ，殆 ど

　が 畑地還 元処分 され て い る 。 澱粉 粕の 有効利 用方 法 として ，演者 ら
1，）
は澱粉粕か

　らペ クチ ン の 新規 な製造方法 を見出 した 。そ こ で ，本研 究で は澱 粉 粕か ら調 製 し

　たペ クチ ン の 加 工 適性 の 知 る 目的 で ，理 化学的特性 を明 らか に した 。

　 【方法 と結果】 澱粉粕 か ら調 製 したペ ク チ ン画分は べ クチ ナ ー ゼ で ガ ラ ク ツ ロ ン

　酸 と中性単 糖 に 分解され た。こ の ペ クチ ン はエ ス テ ル化度が L4 ％ ，灰 分は21．6％ ，

　灰 分 の 84．2％が ナ トリウ ム で あ っ た こ とか ら ，カ ル ボ キ シ ル 基 がナ トリウム に 置

　換 さ れた特殊 なペ ク チ ン で あ る と考 え られ る。 こ の こ とは ，赤外 ス ペ ク トル分析

　した 結 果か らも裏付 け られ た 。 分子量はGPC で 分析 した 結果 ， 795
，
000と246

，000
　に ピー

クが あ り ， そ の 面積比か ら 1 対 1．6 で あ っ た 。 ウベ ロ
ー

ド動 粘度計 で ペ ク

　チ ン溶液 の 粘度 を測 定 した 結果 ， 2％濃度，5℃ の 条件で 133cStと高 い 動粘度を示

　した 。 0．25％ ペ クチ ン 溶液 にお い て カル シ ウム イオ ンが  ．1911以 上 に な る とゲ ル を

　形成 し，  ．391r以上 で ビーズ 状の ゲル の 塊が 形成 し ，

一
部離水 した 。
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【目的 】

globifofmu
’
s 　IF  E2137 由 来 の 酵 素 が 知 られて い る

扈

  当研 究 室 で 土 壌微 生 物

よ り分 離 した 一rthrabdicler 　eryste ！lepa7etes 　KAIT −B −007を ヒ ス タ ミ ン 含 有 培

地 で 培 養 し た 結果 ． 本株 は IFO　 12137 株 と類 似 の 基 質 特異 性 を もっ ヒ ス タ ミ ン

オ キ シ ダ ー ゼ を 産生 した 。 そ こ で ， 本 株 が 産 生す る ヒ ス タ ミ ン オ キ シ ダ ーゼ の

諸 性質 を明 らか に して ． IFO　12137 株 の 酵 素 と比 較検 討 した の で 報 告 す る 。

【方 法 及 び結 果 】　 ヒ ス タ ミ ン を 唯
一

の 栄 養源 とす る集 積 培 養 法 を 用 い て ， 土

壌 微 生 物 か ら ヒ ス タ ミ ン オ キ シ ダ ーゼ 産 生 株 を 取 得 した 。 本 株 は グ ラ ム 陽 性 菌

で あ り， 16S　 r　R 　N 　A の 解 析 か ら ifrlkrehaeter α 嬲 加 ノ吻 吻 剏 と最 も高 い

相 同性 を 示 し た 。 本 株 を 0謹 ％ ヒ ス タ ミ ン ． ＃．　03　％ ペ プ トン ， 0．05 ％酵 母 エ キ

ス お よ び 1  μ MCuSO ．
・ 51120を 主 成 分 とす る 培 地 を 用 い て 20時 間 ． 30℃ で 培 養i

した 。 取得 し た 菌体 を 用 い て 酵素 の 精 製 を 行 い 酵 素 の 諸性 質 を調 べ た 。 本酵 素

は ヒ ス タ ミ ン に 対 して 最 も高 い 基 質 特 異 性 を 示 した が ， チ ラ ミ ン な ど に も作 屬

した 。 ま た 至 適 p 雇 は 9 ， pH 安 定 性 は 6 〜 ＆ 至適 温 度 は 45℃ で あ っ た 。 熱

安 定 性 は 1鸚 12137 株 由 来 の 酵 素 （51i℃ ま で 安 定 ） と大 き く異 な り， 本 酵 素 は

7 ℃ （10分 間 ） ま で 安 定 で あ っ た 。
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